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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

よこはま地域福祉研究センター 

 

②施設・事業所情報 

名称：パレット保育園 大和 種別：自動分野 認可保育園 

代表者氏名：稲葉和也 定員（利用人数）：        名 

所在地：242-0017 大和市大和東1-7-22ますみビル 

TEL：046-262-7870 ホームページ：https://p-hoiku.com 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日 2005年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社 理究 

 職員数 常勤職員：      19名 非常勤職員        9名 

 専門職員 園長   1名 調理員 3名 

保育士 28名 事務員 1名 

栄養士  1名  

 施設・設備

の概要 

保育室 ６ （設備等） 

 調理室、事務室、中庭、アプローチ、

エレベーターなど 

 

③理念・基本方針 

ひとりひとりを「大きな家族」の一員として認め、役割を認識させ、愛情を持って育て

ます。 

ひとりひとりの子どもを見極め、発達段階に応じ、「感性、知性、体力を培う」三位一

体のバランス保育・教育を信条として育てます。 

ひとりひとりが意欲的な生命力を発揮できるよう「自立と自尊と自律」の精神を大切に

育てます。 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

施設：大和駅から徒歩2分。商店の立ち並ぶ中にあるビルの1階から3階部分が保育園で

す。0歳児から5歳児の定員60名ですが、現在70名が在籍しています。開園時間は平日

朝7時から20時。土曜日は7時から18時です。天気の良い日は近隣の公園に散歩に出か

けています。公園は自然豊かな場所が多く、季節を感じることができます。 

特徴的な取組：保育理念にも掲げている「感性を磨き、知性を育み、体力を養う」三位

一体のバランスの取れた保育・教育を目指しています。 

年齢や発達段階に応じた子どもの能力を最大限に引き出す能力開発プログラム（「パレ

ット学習タイム」「運動プログラム」「小学校準備プログラム」等）を取り入れ実践し

ています。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

2021年5月20日（契約日） ～ 

2021年12月21日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）      3回（2016年度） 

https://p-hoiku.com/


 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

◆職員間の連携の良さが子どもにとって安心できる生活につながっています 

 保育士としての経験年数やこの園での在籍年数が長い職員が多く、安定した体制で保

育がおこなわれています。職員間は風通しよく、施設長を含め話しやすいため、新人保

育士も気軽に保育の相談ができています。また、毎日の昼礼を利用していろいろな事を

話し合い、クラスの状況を共有しているため、お互いの状況を見て自然に応援に入って

クラス運営を助けあっています。事務職員も子どもたちが散歩時に玄関にいる時には手

伝ったり、玄関ホールの壁面の装飾を工夫したりしています。調理員と保育士は連携し

て食育活動をおこなっています。職員間の連携が自然で温かいものなので、子どもたち

はどこにいても安心して穏やかに過ごしています。 

 

◆職員の育成と保育の質の向上に向けた取組をおこなっています 

 職員は法人の主催する研修や行政のおこなう研修に積極的に参加する機会が設けられ

ています。研修を受けた職員は報告書を作成し、伝達する場を持っています。また具体

的な保育の内容については園内研修を毎月の会議の日に設定しておこなっています。法

人は実施した研修の評価・分析を行い、次年度の研修計画に反映しています。施設長は

指導計画や日誌の自己評価や普段の保育の様子を見て、気になる事例があった場合には

昼礼で話したり、会議で取りあげたりしています。職員は面談シートを基に保育の目標

をたて、年に2回施設長と面談をして、達成度を確認しています。年度末には園としての

「自己評価」を実施しています。法人の施設長でグル―プを作り、お互いの園をチェッ

クする「保育環境制度」もおこなわれています。法人と園で協力して職員の育成と保育

の質の向上に取り組んでいます。 

 

◇改善を求められる点 

◆保育所の専門性を活かした地域子育て支援や災害に備えた協働支援が期待されます 

 散歩時には近隣の商店の人や駅に向かう人たちから声を掛けられ、挨拶をかわしたり、

近隣に食材を買いに出かけたり地域との交流が日頃からありますが、地域住民の具体的

な福祉ニーズを知る取組がおこなわれていません。育児相談もおこなっていますが、利

用がほとんどありません。今後はニーズの把握、分析を深め、保育所からの情報提供や

経験豊富な保育士や栄養士の専門性を活かした講習会を企画したり、災害時のお互いの

安心・安全のために必要な取組を地域に働きかけていくことが期待されます。 

 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

コロナ禍で大変な中、第三者評価を行っていただき、ありがとうございました。また、

在園児の保護者のみなさま方、ご多忙の中、利用調査にご協力いただきありがとうござ

いました。 

施設長になって一年目。初めての第三者評価で緊張しましたが、良いものは良いと率

直に言っていただけたり、改善が必要な個所も的確にお話しいただけたことは自信にも

なり、今後の課題となりました。 

今後もより良い園運営を目指して改善していきたいと思います。 

 

 

⑧第三者評価結果 
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